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◇十和田市営土地改良事業（災害復旧）の施行
（平成30年５月18日から19日までに発生した豪雨により被害を受けた農地及び農業用施設の災害復旧を、市営
土地改良事業として施行するためのもの）

その他可決した主な議案

平成30年度十和田市一般会計補正予算（第４号）

十和田市監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定
　地方自治法の一部改正により、条例で議員のうちから監査委員を選任しないことができることとされた

ことを踏まえ、監査制度の独立性及び専門性の強化を図るため、市議会議員からの選任に代えて、識見を

有する者から監査委員を選任するためのもの。

　歳入歳出それぞれ１億9,333万7,000円を追加し、それぞれの総額を325億181万6,000円とするもの。歳

出の主なものは次のとおり。

◇解体施設アスベスト除去
　旧伝法寺小学校及び旧南屋内グラウンドの解体工事にあたって、施設の外壁等にアスベストが含まれ

ていたことから、その除去工事を実施するもの

◇林道橋
きょうりょう

梁点検
　林野庁インフラ長寿命化計画に基づき、平成32年度に十和田市林道施設長寿命化計画を策定するた

め、対象となる橋梁について点検を実施するもの

◇インバウンド対策事業
　中国航空路線である青森・天津線のさらなる利用率の向上及び定期路線の維持のため、県、青森市及

び弘前市と連携し、中国向けのプロモーション（テレビでＰＲ番組を放映）を実施するもの

主な質疑
Ｑ　経費に変更が生じるのか。
Ａ　監査委員の勤務日数は現行と同じなので、報酬額の改定はありません。

Ｑ　議会から選出される監査委員がいなくなることによる影響は。
Ａ　今回の改正は、監査委員はより独立性や専門性を発揮した監査を行い、議会は議会としての監査機能

に特化していくべきであるという考えに基づくものです。

Ｑ　監査委員を常勤にする考えは。
Ａ　他市の設置状況等も考慮し、当面は現行のとおりとします。

　平成３０年第３回定例会は、８月27日から１９日間の会期で開かれま

した。十和田市監査委員に関する条例の一部を改正する条例を初め、議

案15件（議員提出議案６件を含む）、報告６件、認定８件が上程され、

議員提出議案１件が否決され、その他は原案のとおり可決されました。




